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【目的】 

 近年、細胞や組織を採取し、未調製または調製後にそれらを必要としている患者に輸注する細胞治療 

が盛んに行われている。細胞治療を行うに当たり、細胞の調製過程および最終産物の品質を評価する 

ことは非常に重要である。医療倫理を理解し、造血細胞移植、再生医療や免疫細胞治療等において、 

細胞・組織を用いた医療を行うために必要な細胞調製ならびに検査が行える技能者を養成し、認定し、

支援することにより、安全で品質管理した細胞治療を推進することを目的とする。 

 

【受験申請資格】 

１．次の各項の全てを満たしていなければならない。 

１）医師、臨床検査技師、衛生検査技師、臨床工学技士、薬剤師や看護師など医療系の 

国家資格を有すること。  

２）申請時において日本輸血・細胞治療学会会員または日本造血・免疫細胞療法学会会員である 

こと。 

３）申請締切り日において、以下に掲げるいずれかの治療・医療に係る細胞調製実績が通算2年以上 

且つ、10件以上であること。但し、10件のうち、実際の細胞調製（いわゆるプロセス部分）が 

半分（５例）以上あること。 ①造血細胞移植、②再生医療、③免疫細胞治療。 

４）申請にあたり、３）項に関して細胞調製、品質検査等の実績について所定の証明書と推薦書 

    を所属長または輸血責任医師から得ることが必要である。 

５）過去5年間（2020年4月1日から2025年5月31日までの5年間）に日本輸血・細胞治療学会または日本

造血・免疫細胞療法学会等の主催、又は共催した学会、講演会および研修会への参加・発表また

は細胞治療に関する著書等の資格審査基準50単位を取得していること。基準単位数は本手引き最

終頁の表1を参照。 

２．申請者は、本制度細則に定める申請書類を審議会に提出しなければならない。 

 

【受験申請手続き】 

各様式は日本輸血・細胞治療学会のホームページ（https://yuketsu.jstmct.or.jp/） からダウンロー

ドし、記載後はその他の書類と共に細胞治療認定管理師制度係に送付する。 

 

１． 申請に必要な書類 

 

１）細胞治療認定管理師受験申請書（様式1-1）、細胞治療認定管理師 申請用業績証明書 

（様式1-2）、 申請用推薦状（様式1-3）、申請用資格審査基準単位報告書(様式1-4)、 

学会等参加証明貼付用台紙(様式1-5)。 

・細胞治療認定管理師 申請用業績証明書（様式1-2）、申請用推薦状（様式1-3）には、申請者 

本人および推薦者本人が自署すること。 

 

 



 

・細胞調製の経験には、過去の職場での経験を含めても良い。転勤した場合には、業績証明書 

に、現在および過去の職場双方の所属長または輸血責任医師の証明署名（様式1-2を2通） 

ならびに現在の職場の所属長または輸血責任医師の推薦状（様式1-3）、 

計３通が必要である。 

・書類は保管の都合上、全てＡ４の大きさに統一する。それより大きなものは縮小コピーする。 

・論文、著書、学会発表・参加については、申請用資格審査基準単位報告書(様式1-4)に記載 

し、それぞれ申請者名、発行（発表）年月日、誌名、ページ、会の名称と開催年月日などが 

わかる部分のコピーを添付する。学会や講習会の参加証明書は会が発行したネームカード、 

或は参加証のコピー（出席者の氏名が記載されていること） を添付する。これらは「学会等 

参加証明貼付用台紙（様式1-5）」に貼付する（１枚の台紙に複数枚貼付可）。 

・単位数は表1（後記）に従い記載する。 

・様式に書ききれない場合には同用紙をコピーし次頁に追加する。 

 

２）申請料(10,000円)（但し、「日本輸血・細胞治療学会認定医」、「認定輸血検査技師」、 

「学会認定・臨床輸血看護師」、「学会認定・自己血輸血看護師」、「学会認定アフェレーシ

スナース」、「日本造血・免疫細胞療法学会認定医」の何れか一つ、あるいは複数の資格を取

得済の場合は、申請料を5,000円とする）、講習料(5,000円)、試験料(10,000円)の 

計25,000円（または20,000円） を、郵便局備えの振込用紙で振込み、その受領証のコピー。 

郵便振替： ００１２０－５－７６７１４８  

細胞治療認定管理師制度係 

※通信欄に氏名をご記入ください。 

 

      (他行からの振込の場合) 

ゆうちょ銀行： 〇一九(ゼロイチキュウ)店 当座０７６７１４８  

細胞治療認定管理師制度係 

 

３）写真２枚。サイズはおよそ4.5cm×3.5cm(パスポートサイズ)で、裏面に氏名、所属を明記した

上で、細胞治療認定管理師 申請書（様式1-1）の所定欄に貼付する。1枚は、原本に貼り、

もう1枚は様式1-1のコピーに貼る。 

 

４）申請書類受領の連絡用の郵便はがき（申請者の住所・氏名を記入）を同封する。 

 

５）申請書類の綴じ方 

① 様式1-1、様式1-2、様式1-3、様式1-4、様式1-5の原本 

② 論文など、資格審査基準単位に関連したコピー等 

③ 振込み受領証のコピー 

①～③を順に綴じて、左上をホチキスで留める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

④ 様式1-1のみコピーし、写真を貼付して、綴じずにそのまま同封すること。 

⑤  宛名を記入した葉書はそのまま封筒に入れる。 

＊申請書一式＊ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

７）申請書類送り先 

（角２サイズ〔240㎜×332㎜〕の封筒を使用し、簡易書留、レターパックまたは宅配便で 

送ること） 

〒113-0033  東京都文京区本郷2-14-14ユニテビル5階 

日本輸血・細胞治療学会内 

細胞治療認定管理師制度係 

電話 03-5804-2611 

（発送後2週間以内に書類受領の連絡はがきが返送されない場合は電話で問い合わせること） 

 

【受験申請に伴う諸費用】 

１．受験申請に伴う費用（税込）は、申請料（10,000円、「日本輸血・細胞治療学会認定医」、「認定

輸血検査技師」、「学会認定・臨床輸血看護師」、「学会認定・自己血輸血看護師」、「学会認定

アフェレーシスナース」、「日本造血・免疫細胞療法学会認定医」の何れか一つ、あるいは複数の

資格を取得済の場合は5,000円）、講習料（5,000円）、試験料（10,000円）、登録料（5,000円） 

とする。 

２．初回は、申請料（10,000円または5,000円）、講習料（5,000円）、試験料（10,000 円）の計25,000円 

（または20,000円）を、郵便局備えの振込用紙を用いて郵便振替で前納する。なお、登録料（5,000円）は

全ての認定の条件を満たした者が最後に納入する。 

３．資格審査で不合格となった場合は、講習料（5,000円）、試験料（10,000円）の計15,000円は返却 

される。資格審査に合格の後、研修や試験を辞退した場合は、返却されない。 

【日程】 

   2025年 3月3日            申請書類の学会ホームページからのダウンロードが可能 

   6月2日～6月30日  受験申請受付（新規申請） 

  7月下旬  受験資格を審査し、結果を受験申請者全員に通知する。 

  7月下旬  受験有資格者には講習会、筆記試験の日時などが連絡される。 

       8月中旬  e-ラーニング 講習会（各自アクセス）※受講記録が残ります。  

  9月7日午後  筆記試験 

  11月        審議会での審議を経て、細胞治療認定管理師制度協議会から 

     認定される。 

【試験会場・範囲・内容・合否基準・再受験など】 

１．講習会会場と試験会場 

１）e-ラーニングのログインサイトを配布します。一定期間のみ受講できる仕様となる予定です。 

そこからアクセスして、ご自分の都合のよい時に受講して下さい。受講記録が報告されます。 

本e-ラーニングを受講されていない場合には、筆記試験は受験できません。 

２）東京大学医科学研究所附属病院（東京都港区） 

原
本   

宛名を 

記入した 

はがき 

資格審査

基準単位

に関連した

コピー等 

様式1-1 

コピー 

+写真貼付 正  
様式1-1～5 

振り込み

受領証 

コピー 

６）申請受付期間：2025年6月2日（月）から6月30日（月）消印有効 



 

３）実技研修について、2025年度は行わない。 

 

２．試験範囲と内容 

１）試験は筆記試験とし、時間は90分とする。 

２）実技試験は行わない。 

３）試験範囲は「細胞治療認定管理師制度指定カリキュラム改訂第2版」(2021年8月発刊)による。 

４）試験問題の内容、正解などは試験終了後にも公表しない。 

 

３．合否基準 

１）試験終了後の合否判定会議にて合否を判定する。合否ラインは、60点とする。但し、問題内容等

に疑義がある場合には、試験委員会にて検討する。 

２）講習会欠席者の受験は認めず、不合格とする。 

 

４．試験不合格者の受験 

  １）再受験資格 

・認定試験不合格の場合、申請に必要な書類は新規受験年から３年間有効とする。 

・筆記試験の再受験者も講習会への参加は必須とし、不参加者の再受験は認めない。 

２） 再受験申請手続き 

・３年以内に再受験する場合の申請書類は、①受験申請書（様式1-1の原本とコピー 

1部）、②写真2枚、③連絡用のはがき（申請者の住所、氏名を記入）、④講習料 

（5,000円）、および⑤試験料（10,000円）の郵便振替受領書のコピーだけでよい。 

・①受験申請書（様式1-1）は日本輸血・細胞治療学会のホームページからダウンロード 

する。 

・事務処理上、再受験者も角2サイズ〔240㎜×332㎜〕の封筒を使用し簡易書留、レターパック 

または宅配便で送ること。 

・封筒の表に「再受験」と記載すること。 

 

 

５．試験欠席者の扱い 

・試験欠席者は試験不合格者と同様の扱いとなる。 

 

【認定登録】 

１．登録料として5,000円（税込）を納付しなければならない。 

２．認定登録の際は、日本輸血・細胞治療学会または日本造血・免疫細胞療法学会の会員でなければ 

ならない。 

３．日本輸血・細胞治療学会に未入会の場合、試験合格通知受領後２週間以内に入会手続きを 

行わなくてはならない。また、既に当学会の会員であるが年会費未納の場合、試験合格通知 

受領後２週間以内に年会費を払い込まなければならない。 

４．以上の条件を満たした者で、細胞治療認定管理師制度審議会が適格と認めた者を協議会に 

報告し、協議会は認定証を発行する。 

 
 

表１．細胞治療認定管理師申請資格審査基準単位表（2025年） 

学会参加 

日本輸血・細胞治療学会総会  １５ 

同上 秋季シンポジウム         １０ 

同上 支部例会           ５ 

日本造血・免疫細胞療法学会  １５ 

その他、細胞治療に関連した学会※ １０ 



 

研究発表 

 学会発表 

日本輸血・細胞治療学会総会または 

日本造血・免疫細胞療法学会総会発表 

学会発表（筆頭）       １５ 

同上（共同）     ３ 

日本輸血・細胞治療学会支部会例会 

発表 

（筆頭）       １０ 

同上（共同）     ３ 

細胞治療に関連した論文 

原著論文（筆頭）    １５ 

同上    （共同）    ３ 

その他の論文（筆頭）    ５ 

同上    （共同）    ３ 

講習会等への参加 

以下の両学会の定める細胞治療に関連した講習会 ５ 
・2020 年度 第 68 回日本輸血・細胞治療学会総会「細胞治療認定管理師制度認定講習会」（札幌コンベンションセンター） 

・2020 年度 秋季「細胞治療認定管理師制度指定講習会」（WEB） 

・2021 年度 第 69 回日本輸血・細胞治療学会総会「細胞治療認定管理師制度認定講習会」（WEB） 

・2021 年度 秋季「細胞治療認定管理師制度指定講習会」（WEB） 

・2022 年度 第 70 回日本輸血・細胞治療学会総会「細胞治療認定管理師制度認定講習会」（名古屋国際会議場）+（WEB） 

・2022 年度 秋季「細胞治療認定管理師制度指定講習会」（新宿住友ホール）+（WEB） 

・2023 年度 第 71 回日本輸血・細胞治療学会総会「細胞治療認定管理師制度認定講習会」（幕張メッセ） 

・2023 年度 秋季「細胞治療認定管理師制度指定講習会」（出島メッセ長崎）+（WEB） 

・2024 年度 第 72 回日本輸血・細胞治療学会総会「細胞治療認定管理師制度認定講習会」（京王プラザホテル新宿） 

・2024 年度 秋季「細胞治療認定管理師制度指定講習会」（ソニックシティ）+（WEB） 

・2025 年度 第 73 回日本輸血・細胞治療学会総会「細胞治療認定管理師制度認定講習会」（札幌コンベンションセンター） 

 

※その他の細胞治療に関連した学会 . 日本再生医療学会 . 国際細胞治療学会 ISCT .アメリカ輸血学会 AABB .     

国際輸血学会 ISBT 

以上に記載した学会、講習会以外は単位の対象とはなりませんので、ご注意ください。 


